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要 旨

ナツハゼは高い食品機能性を有する特用樹として注目を集めている品目である。一定品

質の原材料の安定供給を目的に、接ぎ木及び簡易な管理方法による挿し木苗の生産方法の

検討を行った。その結果、接ぎ木では休眠枝の時期の割接ぎで活着率80％を示し、管理の

簡単な改良梅酒瓶の挿し木では二重ハウスで管理した挿し木の発根率39％～75％には及ば

ないが、36％～44％の発根率を得た。

キーワード：ナツハゼ、接ぎ木、挿し木、活着率、発根率
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２ 結果

活着調査の結果を表－２に示す。時期は３月の休眠枝時期の活着が良く６月の当年

枝では活着したものはなかった。本試験では休眠枝を用いた割接ぎの成功率が最も高

く 80％となった。

表－２ 時期別手法別接ぎ木結果

施時期 接ぎ木方法 供試本数 活着本数 成功率

３月12日 割接ぎ ５本 ４本 80％

３月12日 鋏接ぎ ５本 １本 20％

６月26日 割接ぎ ５本 ０本 ０％

６月26日 鋏接ぎ ５本 ０本 ０％

Ⅲ 挿し木増殖技術

簡易な方法による挿し木方法の開発を目的に、食器カゴによる密閉挿し、梅酒瓶による

密閉挿し、改良梅酒瓶による半密閉挿しの３種類の方法による挿し木試験を実施した。

１ 試験方法

（１）食器カゴ試験

2016年６月７日に田村市、６月８日に福島市の山取木を移植した圃場から挿し穂

を採取した。20～30cmに切りそろえた穂木を基部を流水状態の水道水に２～３昼夜

（48～72時間）浸した後、2016年６月10日に100ppm濃度のオキシベロン溶液（原液

0.4%濃度の40倍液）に１昼夜（24時間）浸漬し、６月11日挿し付けた。さし穂の長

さは10～15cmとし、基部の処理については芽の直下を切り込み位置として反対側斜

め下方向に切断した後、返しをつけた。小粒の鹿沼土及びピートモス用土（商品名

：苗当番）を１：１で配合したものを直径7.5cmのスリットポットに充填し１本づつ

挿しつけを行った。散水後に食器カゴ（ふた付き水切りバット）に７～10ポット並

べ、本体と蓋の接続部をガムテープでシールし、ハウス内で管理した（図－４、５）。

対照区は上下２段構造の挿し床を使用し（上部はさし穂を挿しつけたポットが入

ったコンテナ・下段は湿度を保つために設置する保湿用コンテナ（コンテナの規格

は幅35cm×長さ51cm×深さ10cm（底面に２mm角の孔）下段のコンテナは上面まで中

粒の鹿沼土で満たし、充分に吸水させる））ハウス内に内フレームと不織布で二重ハ

ウス化し、毎日15分の散水を行い管理した（以下「二重ハウス」）。10月26日にポッ

トを外して発根状況の調査を行った。挿し付けた本数を表－３に示す。

2016年10月16日に挿し木苗をポットから抜き取り、根の部分を水洗し発根状況を

確認した。挿し穂本体またはカルスから細根が見られた検体を「発根」とし、カル

スのみの検体は発根に含めなかった。

Ⅰ はじめに

ナツハゼは高い食品機能性を有する特用樹として注目を集めている品目である２）３）。しか

し、栽培面積が非常に少ないことから、供給できる量はごくわずかで品質も安定していな

いのが現状である。このため、加工販売側からは「供給量が絶対的に不足しているので使

いたくても使えない」「希少なものなので単価が高すぎて使えない」「ロットごとに品質が

異なるため使いづらい」という不満の声が寄せられており、一定品質の原材料の安定供給

が求められている。これまでの研究で挿し木による増殖は技術的にほぼ確立されたが１）、施

設やコスト面では改善の余地がある。そこで、接ぎ木及び簡易な手法での挿し木による栄

養繁殖苗の生産方法の検討を行った。

Ⅱ 接ぎ木増殖技術

１ 試験方法

2018年２月28日に休眠枝、及び６月26日に当年枝から、それぞれ30cm程度の枝を採

取し、枝の上下を除き中程を長さ10cm程度、基部の直径が台木切断部直径と同程度に

なるよう切断した後、上から２枚の葉が残るように他の葉を除去して調整した穂木を

使用し、ラビットアイ系ブルーベリー（品種名：クライマックス）を台木に接ぎ木を

行った。接ぎ木に使用したナツハゼ品種は田村市都路地区圃場の「割石作６」を使用

した。接ぎ木の方法は揚げ接ぎとし、緑化木等で一般的に用いられている「割接ぎ」

(図－１）とブドウ等の接ぎ木に用いられるＵ字型カットの接ぎ木鋏を使用する「鋏接

ぎ」（図－２、３）の２通りで実施した。試験区毎の供試本数を表－１に示す。各試験

区とも５本とした。天井部分が30％遮光フィルムのハウス内で１日１回15分のミスト

散水を行い管理した。

12月初旬に接ぎ木の活着について判定を行った。判定は12月時点で穂木部分が生存

し、接続部が癒着しているものを活着と判定した。

表－１ ナツハゼ接ぎ木試験区

実施時期 個体Ｎｏ 接ぎ木方法 供試本数

３月 12日 割石作６ 割接ぎ ５本

３月 12日 割石作６ 鋏接ぎ ５本

６月 26日 割石作６ 割接ぎ ５本

６月 26日 割石作６ 鋏接ぎ ５本

図－１ 割接ぎ 図－２ 鋏接ぎ 図－３使用した接ぎ木鋏
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６月26日 鋏接ぎ ５本 ０本 ０％

Ⅲ 挿し木増殖技術

簡易な方法による挿し木方法の開発を目的に、食器カゴによる密閉挿し、梅酒瓶による
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図－６ 梅酒瓶管理状況

表－４ 梅酒瓶試験の供試本数

（３）改良梅酒瓶試験

ＰＥＴ製梅酒瓶の底面に3mmの孔を20個開け、上部の蓋をしない梅酒瓶を使

用した簡易な管理方法（以下「改良梅酒瓶」）を検討した。試験は2018年５月

30日、７月４日に福島市から、５月31日、６月26日に田村市の山取木を移植し

た圃場から挿し穂を採取した。試験本数は３系統各12本とした。さし穂の長さは10

～15ｃｍとし、基部の処理については芽の直下を切り込み位置として反対側斜め下

方向に切断した後、返しをつけることにより行い、2,000ppm濃度のオキシベロン溶

液（原液0.4%濃度の２倍液）に５～10秒間浸漬し直ちに挿し付けた。挿し床として

改良梅酒瓶は細粒の鹿沼土を10cm充填したものを使用し(図－７)、風通しの良い場

所で直射日光を避けて管理した。

対照区は細粒の鹿沼土を充填した直径7.5cmのスリットポットとし、（１）と同様

の方法で管理した。挿し付けた数を表－５に示す。

2018年12月10日に挿し木苗をポットから抜き取り、根の部分を水洗し発根状況を確

認した。挿し穂本体またはカルスから細根が見られた検体を「発根」とし、カルスの

みの検体は発根に含めなかった。

挿付日 個体Ｎｏ 梅酒瓶本数 二重ハウス本数
2017/3/10 割れ石作６ 6 5
2017/3/15 Ｙ２ 10 9
2017/3/15 Ｙ３ 11 7
2017/5/26 割れ石作６ 6 6
2017/5/26 Ｙ２ 6 5
2017/5/26 Ｙ３ 4 10
2017/6/20 割れ石作６ 8 10
2017/6/20 Ｙ２ 8 10
2017/6/20 Ｙ３ 8 10

図－４ 食器カゴ 図－５ 食器カゴと二重ハウス

表－３ 食器カゴ試験の供試本数

（２）梅酒瓶試験

2017年３月８日、５月24日、６月16日に田村市から、３月14日、５月23日、６月14

日に福島市の山取木を移植した圃場から挿し穂を採取した。20～30cmに切りそろえた

穂木を基部を流水状態の水道水に２昼夜（48時間）浸した後、100ppm濃度のオキシベ

ロン溶液（原液0.4%濃度の40倍液）に１昼夜（24時間）浸漬した。さし穂の長さは10

～15ｃｍとし、基部の処理については芽の直下を切り込み位置として反対側斜め下方

向に切断した後、返しをつけた。梅酒瓶に使用した用土は縦、横、高さ各５cmのロッ

クウールとした。

梅酒瓶試験区は穂木を挿し付けたロックウールを梅酒瓶（ＰＥＴ8.4L ＴＡＫＥＹ

Ａ製）に並べ、散水し、蓋をして風通しの良い針葉樹林内に寒冷紗（遮光率70％）下

で管理した（図－６）。

対照区は（１）と同様とした。挿し付けた数を表－４に示す。

12月19日に挿し木苗をポットから抜き取り、根の部分を水洗し発根状況を確認した。

挿し穂本体またはカルスから細根が見られた検体を「発根」とし、カルスのみの検体

は発根に含めなかった。

採取地 個体Ｎｏ 食器カゴ本数 二重ハウス本数
福島市山田 Ｙ１ 10 10
福島市山田 Ｙ２ 8 14
福島市山田 Ｙ３ 7 15

田村市都路町 笠石１ 7 12
田村市都路町 笠石２ 7 16
田村市都路町 割石作Ａ１ 10 14
田村市都路町 割石作６ 9 8
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30日、７月４日に福島市から、５月31日、６月26日に田村市の山取木を移植し

た圃場から挿し穂を採取した。試験本数は３系統各12本とした。さし穂の長さは10

～15ｃｍとし、基部の処理については芽の直下を切り込み位置として反対側斜め下

方向に切断した後、返しをつけることにより行い、2,000ppm濃度のオキシベロン溶

液（原液0.4%濃度の２倍液）に５～10秒間浸漬し直ちに挿し付けた。挿し床として

改良梅酒瓶は細粒の鹿沼土を10cm充填したものを使用し(図－７)、風通しの良い場

所で直射日光を避けて管理した。

対照区は細粒の鹿沼土を充填した直径7.5cmのスリットポットとし、（１）と同様

の方法で管理した。挿し付けた数を表－５に示す。

2018年12月10日に挿し木苗をポットから抜き取り、根の部分を水洗し発根状況を確

認した。挿し穂本体またはカルスから細根が見られた検体を「発根」とし、カルスの

みの検体は発根に含めなかった。

挿付日 個体Ｎｏ 梅酒瓶本数 二重ハウス本数
2017/3/10 割れ石作６ 6 5
2017/3/15 Ｙ２ 10 9
2017/3/15 Ｙ３ 11 7
2017/5/26 割れ石作６ 6 6
2017/5/26 Ｙ２ 6 5
2017/5/26 Ｙ３ 4 10
2017/6/20 割れ石作６ 8 10
2017/6/20 Ｙ２ 8 10
2017/6/20 Ｙ３ 8 10

図－４ 食器カゴ 図－５ 食器カゴと二重ハウス

表－３ 食器カゴ試験の供試本数

（２）梅酒瓶試験

2017年３月８日、５月24日、６月16日に田村市から、３月14日、５月23日、６月14

日に福島市の山取木を移植した圃場から挿し穂を採取した。20～30cmに切りそろえた

穂木を基部を流水状態の水道水に２昼夜（48時間）浸した後、100ppm濃度のオキシベ

ロン溶液（原液0.4%濃度の40倍液）に１昼夜（24時間）浸漬した。さし穂の長さは10

～15ｃｍとし、基部の処理については芽の直下を切り込み位置として反対側斜め下方

向に切断した後、返しをつけた。梅酒瓶に使用した用土は縦、横、高さ各５cmのロッ

クウールとした。

梅酒瓶試験区は穂木を挿し付けたロックウールを梅酒瓶（ＰＥＴ8.4L ＴＡＫＥＹ

Ａ製）に並べ、散水し、蓋をして風通しの良い針葉樹林内に寒冷紗（遮光率70％）下

で管理した（図－６）。

対照区は（１）と同様とした。挿し付けた数を表－４に示す。

12月19日に挿し木苗をポットから抜き取り、根の部分を水洗し発根状況を確認した。

挿し穂本体またはカルスから細根が見られた検体を「発根」とし、カルスのみの検体

は発根に含めなかった。

採取地 個体Ｎｏ 食器カゴ本数 二重ハウス本数
福島市山田 Ｙ１ 10 10
福島市山田 Ｙ２ 8 14
福島市山田 Ｙ３ 7 15

田村市都路町 笠石１ 7 12
田村市都路町 笠石２ 7 16
田村市都路町 割石作Ａ１ 10 14
田村市都路町 割石作６ 9 8
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表－７ 梅酒瓶試験の発根調査結果

（３）改良梅酒瓶試験の結果

改良梅酒瓶と二重ハウスの発根調査結果を表－８に示す。改良梅酒瓶試験において

は、割れ石作１、Ｙ３で50％を超える発根率が見られた（図－８）。

表－８ 改良梅酒瓶試験の発根調査結果

図－８ 挿し木試験の発根状況

Ⅳ おわりに

接ぎ木試験では休眠枝の時期の割接ぎで80％の活着率を得た。

挿し木試験では、管理方法として食器カゴ、梅酒瓶、改良梅酒瓶の３種類を従来の管理

方法である二重ハウスと挿し木発根率を比較したが、食器カゴ、梅酒瓶は二重ハウスに劣

る発根率であったが、梅酒瓶の底に穴を開け蓋をしないで管理することにより（改良梅酒

全数 発根数 発根率％ 全数 発根数 発根率％
2018/5/31 割石作１ 12 9 75.0 12 3 25.0
2018/5/30 Ｙ３ 12 6 50.0 12 12 100.0
2018/5/30 Ｙ５ 12 1 8.3 12 12 100.0
2018/6/26 割石作１ 12 6 50.0 12 7 58.3
2018/7/4 Ｙ３ 12 6 50.0 12 0 -
2018/7/4 Ｙ５ 12 1 8.3 12 7 58.3

改良梅酒瓶 二重ハウス
挿し木日 個体Ｎｏ

全数 発根数 発根率％ 全数 発根数 発根率％
2017/3/10 割れ石作６ 6 0 - 5 2 40.0
2017/3/15 Ｙ２ 10 0 - 9 2 22.2
2017/3/15 Ｙ３ 11 0 - 7 2 28.6
2017/5/26 割れ石作６ 6 0 - 6 2 33.3
2017/5/26 Ｙ２ 6 0 - 5 1 20.0
2017/5/26 Ｙ３ 4 0 - 10 5 50.0
2017/6/20 割れ石作６ 8 0 - 10 6 60.0
2017/6/20 Ｙ２ 8 0 - 10 2 20.0
2017/6/20 Ｙ３ 8 0 - 10 6 60.0

挿付日 系統
梅酒瓶 二重ハウス

図－７ 改良梅酒瓶

表－５ 改良梅酒瓶試験の供試本数

２ 結果

（１）食器カゴ試験の結果

食器カゴと二重ハウスの発根調査結果を表－６に示す。

全ての試験区で発根率は低調であった。

表－６ 食器カゴ試験の挿し木発根調査結果

（２）梅酒瓶試験の結果

梅酒瓶と二重ハウスの発根調査結果を表－７に示す。全ての試験区で発根率は低調

であった。

挿付日 個体Ｎｏ 改良梅酒瓶本数 二重ハウス本数
2018/5/31 割石作１ 12 12
2018/5/30 Ｙ３ 12 12
2018/5/30 Ｙ５ 12 12
2018/6/26 割石作１ 12 12
2018/7/4 Ｙ３ 12 12
2018/7/4 Ｙ５ 12 12

全数 発根数 発根率％ 全数 発根数 発根率％
2016/6/10 Ｙ１ 10 0 0.0 10 2 20.0
2016/6/10 Ｙ２ 8 1 12.5 14 6 42.9
2016/6/10 Ｙ３ 7 1 14.3 15 6 40.0
2016/6/10 笠石１ 7 1 14.3 12 5 41.7
2016/6/10 笠石２ 7 1 14.3 16 3 18.8
2016/6/10 割石作Ａ１ 10 0 0.0 14 8 57.1
2016/6/10 割石作６ 9 3 33.3 8 2 25.0

二重ハウス
挿付日 個体Ｎｏ

食器カゴ
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表－７ 梅酒瓶試験の発根調査結果

（３）改良梅酒瓶試験の結果

改良梅酒瓶と二重ハウスの発根調査結果を表－８に示す。改良梅酒瓶試験において

は、割れ石作１、Ｙ３で50％を超える発根率が見られた（図－８）。

表－８ 改良梅酒瓶試験の発根調査結果

図－８ 挿し木試験の発根状況

Ⅳ おわりに

接ぎ木試験では休眠枝の時期の割接ぎで80％の活着率を得た。

挿し木試験では、管理方法として食器カゴ、梅酒瓶、改良梅酒瓶の３種類を従来の管理

方法である二重ハウスと挿し木発根率を比較したが、食器カゴ、梅酒瓶は二重ハウスに劣

る発根率であったが、梅酒瓶の底に穴を開け蓋をしないで管理することにより（改良梅酒

全数 発根数 発根率％ 全数 発根数 発根率％
2018/5/31 割石作１ 12 9 75.0 12 3 25.0
2018/5/30 Ｙ３ 12 6 50.0 12 12 100.0
2018/5/30 Ｙ５ 12 1 8.3 12 12 100.0
2018/6/26 割石作１ 12 6 50.0 12 7 58.3
2018/7/4 Ｙ３ 12 6 50.0 12 0 -
2018/7/4 Ｙ５ 12 1 8.3 12 7 58.3

改良梅酒瓶 二重ハウス
挿し木日 個体Ｎｏ

全数 発根数 発根率％ 全数 発根数 発根率％
2017/3/10 割れ石作６ 6 0 - 5 2 40.0
2017/3/15 Ｙ２ 10 0 - 9 2 22.2
2017/3/15 Ｙ３ 11 0 - 7 2 28.6
2017/5/26 割れ石作６ 6 0 - 6 2 33.3
2017/5/26 Ｙ２ 6 0 - 5 1 20.0
2017/5/26 Ｙ３ 4 0 - 10 5 50.0
2017/6/20 割れ石作６ 8 0 - 10 6 60.0
2017/6/20 Ｙ２ 8 0 - 10 2 20.0
2017/6/20 Ｙ３ 8 0 - 10 6 60.0

挿付日 系統
梅酒瓶 二重ハウス

図－７ 改良梅酒瓶

表－５ 改良梅酒瓶試験の供試本数

２ 結果

（１）食器カゴ試験の結果

食器カゴと二重ハウスの発根調査結果を表－６に示す。

全ての試験区で発根率は低調であった。

表－６ 食器カゴ試験の挿し木発根調査結果

（２）梅酒瓶試験の結果

梅酒瓶と二重ハウスの発根調査結果を表－７に示す。全ての試験区で発根率は低調

であった。

挿付日 個体Ｎｏ 改良梅酒瓶本数 二重ハウス本数
2018/5/31 割石作１ 12 12
2018/5/30 Ｙ３ 12 12
2018/5/30 Ｙ５ 12 12
2018/6/26 割石作１ 12 12
2018/7/4 Ｙ３ 12 12
2018/7/4 Ｙ５ 12 12

全数 発根数 発根率％ 全数 発根数 発根率％
2016/6/10 Ｙ１ 10 0 0.0 10 2 20.0
2016/6/10 Ｙ２ 8 1 12.5 14 6 42.9
2016/6/10 Ｙ３ 7 1 14.3 15 6 40.0
2016/6/10 笠石１ 7 1 14.3 12 5 41.7
2016/6/10 笠石２ 7 1 14.3 16 3 18.8
2016/6/10 割石作Ａ１ 10 0 0.0 14 8 57.1
2016/6/10 割石作６ 9 3 33.3 8 2 25.0

二重ハウス
挿付日 個体Ｎｏ

食器カゴ
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瓶）、発根率を改善することができた。ただし、時期別、系統別に挿し木発根率にばらつき

が大きかったため、系統毎に母樹の生育状況と穂木の状態が異なり挿し木の適期が違うこ

とが考えられた。
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